
平成™™年�月™ 日 火曜日 第œš›š号官 報
〇
総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

政
党
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党

支
部
の
数

七
五
一
七

七
五
一
八

平
成
二
十
二
年
三
月

九
日

う
ち
法
第
十
四

条
第
二
項
に
規

定
す
る
支
部
の

数

七
五
一
七

七
五
一
八

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

政
党
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

み
ん
な
の
党

支
部
の
数

二
五

二
六

平
成
二
十
二
年
三
月

十
日

う
ち
法
第
十
四

条
第
二
項
に
規

定
す
る
支
部
の

数

二
五

二
六

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
三
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

政
党
の
届
出
に
つ
い
て
、
自
由
民
主
党
及
び
み
ん
な
の
党
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
二
年
総
務
省

告
示
第
八
十
七
号
（
政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
一
部

を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

五
自
由
民
主
党
の
部
f

支
部
の
数
中
「
七
、
四
七
九
」
を
「
七
、
四
七
四
」
に
改
め
、
八
み
ん
な
の
党
の
部
f

支
部

の
数
中
「
二
六
」
を
「
二
五
」
に
改
め
る
。

〇
総

務

省

法

務

省

経
済
産
業
省
告
示
第
三
号

電
子
署
名
及
び
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
特
定
認
証
業
務
に
関
し
、
平
成
二
十
二
年
六
月
十
五
日
付
け
で
業
務
の
実
施
の
方
法
の
変
更
を
認
定
し
た
の
で
、
同

条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

法
務
大
臣

千
葉

景
子

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

１
認
定
認
証
業
務
の
名
称
日
本
土
地
家
屋
調
査
士
会
連
合
会
認
証
サ
ー
ビ
ス

２
認
定
認
証
業
務
を
行
う
者
の
名
称
日
本
土
地
家
屋
調
査
士
会
連
合
会

３
認
定
認
証
業
務
を
行
う
者
の
住
所
東
京
都
千
代
田
区
三
崎
町
一
丁
目
２
番
1
0号
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

４
発
行
者
署
名
検
証
符
号
に
係
る
電
子
証
明
書
の
値
を
ハ
ッ
シ
ュ
関
数
Ｓ
Ｈ
Ａ
`
１
で
変
換
し
た
値
（
1
6進
数
）

2
5
3
B

D
5
5
D

E
F
A
2

2
F
4
E

4
3
9
0

6
A
C
2

2
1
9
1

E
D
3
F

0
0
A
2

B
E
7
9

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
四
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

政
党
の
届
出
及
び
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
政
党
の
届
出
に
つ
い

て
、
み
ん
な
の
党
か
ら
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
一
年
総
務
省
告
示
第
五
百
三
十
三
号
（
政
党
助
成
法

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
及
び
平
成
二
十
二
年
総
務
省
告
示
第
八
十

七
号
（
政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
と
お

り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

平
成
二
十
一
年
総
務
省
告
示
第
五
百
三
十
三
号
（
政
党
助
成
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
七
み
ん
な
の
党
の
部
c

会
計
監
査
を
行
う
べ
き
者
中
「
川
村

寿
文

栃
木
県
宇
都
宮
市

駅
前
通
り
三
e

一
e

二

昭
和
二
十
二
年
二
月
四
日
」
を
「
石
田

正
夫

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
石
井
二
八
一
五

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日
」
に
改
め
、
平
成
二
十
二
年
総
務
省
告
示
第
八
十
七
号
（
政
党
助
成
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
八
み
ん
な
の
党
の
部
c

会
計
監
査
を
行
う
べ
き
者

中
「
川
村

寿
文

栃
木
県
宇
都
宮
市
駅
前
通
り
三
e

一
e

二

昭
和
二
十
二
年
二
月
四
日
」
を
「
石
田

正
夫

埼
玉
県
坂
戸
市
大
字
石
井
二
八
一
五

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
九
日
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
五
号

衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
平
成
八
年
自
治
省
告
示
第
二
百
二
十
号
の
候
補
者
と
な
る
べ
き
者
の

選
定
の
手
続
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）第
八
十
六
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

異
動
の
届
出

年
月
日

異
動
の
届
出
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

平
成
二
十
二
年

六
月
八
日

民
主
党

み
ん
し
ゆ
と
う

代
表
者
の
氏
名

菅

Æ
人

鳩
山
由
紀
夫

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
六
号

衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
平
成
八
年
自
治
省
告
示
第
二
百
二
十
一
号
の
衆
議
院
名
簿
登
載
者
の

選
定
の
手
続
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）第
八
十
六
条
の
五
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

異
動
の
届
出

年
月
日

異
動
の
届
出
政
党
そ
の

他
の
政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

平
成
二
十
二
年

六
月
八
日

民み
ん

主し
ゆ

党と
う

代
表
者
の
氏
名

菅

Æ
人

鳩
山
由
紀
夫

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
一
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

政
党
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党

支
部
の
数

七
四
七
四

七
四
七
八

平
成
二
十
二
年
三
月

九
日

う
ち
法
第
十
四

条
第
二
項
に
規

定
す
る
支
部
の

数

七
四
七
四

七
四
七
八

備
考

自
由
民
主
党
の
支
部
の
数
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
九
日
に
、
自
由
民
主
党
か
ら
、
政
党
助
成
法
第
六
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
政
党
の
届

出
事
項
の
異
動
の
届
出
（
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日
届
出
）
前
に
お
い
て
支
部
の
数
及
び
法
第
十
四
条
第
二

項
に
規
定
す
る
支
部
の
数
が
そ
れ
ぞ
れ
七
五
一
八
か
ら
七
五
一
七
に
異
動
し
て
い
た
旨
の
届
出
が
あ
り
、
平
成
二

十
二
年
総
務
省
告
示
第
二
百
五
十
号
に
お
い
て
告
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
二
年
総
務
省
告
示
第
八
十
三

号
に
お
い
て
告
示
し
た
自
由
民
主
党
の
支
部
の
数
及
び
法
第
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
支
部
の
数
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
一
減
少
し
た
数
と
な
っ
て
い
る
。
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